
平成 1 8 年康 技術部技術講習会

｢ 金 属 の ラ ッ ピン グ加 工 ｣

装置開 発 グ ル
ー

プ 村井 健
一

1 . 実 施 日 時

平 成18 年 9 月 1 2 日 ( 火) 1 3 時 3 0 分 - 1 8 時

2 . 講習会現

物 理 工 学 科 ナ ノ プ ロ セ ッ シ ン グ研 究 室 ( 第 二 合同棟 2 階6 2 0 7 ナ ノ 計 測 室)

3 . 参 加者

上野 素裕 ､ 堀 田 克則 , 中 ロ 敏 ､ 廉 田 栄 毅 ､
小 林 嘉 ､ 堀 場 映 次

4 . 講習 内容

( 1 ) 講義

ラ ッ ピ ン グ加 工 に つ い て

研 磨剤 ･ 粒 度 に つ い て

表 面 あ ら さ の 定 義 と表 示 方 法 に つ い て

( 2 ) 実習

ラ ッ ピ ン グ作 業

光学 顕 微鏡
･ 電 子 顕 微鏡 で の 加 工 面 の 観 察

表 面 あ ら さ 計で の 加 工 面 の あ ら さ 測 定

加 工 面 の あ ら さ評 価

下記 に 講 習会テ キ ス ト の
一

部 を資料 と し て 示 す o

装置 開発 G 技術 講 習会 r 金 属 の ラ ッ ピ ン グ加 エ ｣ 2 0 0 6 1 9 ･ 1 2

目的

金属 表面 の ラ ッ ピ ン グ加 エ を行 い ,

加 工 作 美 を体験 する ｡

仕上 げた 表面 の 粗さ 測定 を し て ､

仕上 げ面 を評価 する ｡

ラ ッ ピ ン グ加 エ (L a p p i n g ) と は ,

低 い 速度と 低 い 圧 力 で 行 う 砥 粒加 工 の

一 種 で あ り ､ 表 面 仕上 げ をす る 材料 と 定盤

の 間 に 微粉砥 粒 ( 炭 化 珪 素 ､ 酸 化 ア ル ミ ニ

ウ ム な ど) を 介在 させ ごく 精密 な仕 上 げ を

行 う仕 上 げ 法 で あ る ｡ 精 密部品 の 最終 仕上

げ の 一

つ と し て 広 く 実 用化 され て い る .
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ラ ッ ピ ン グ作 業図



ま た
､
金 属 の 組 織表 面 の 観察 に 試料研 磨機 を使用 す る が ､

こ れ も ラ ッ プ加 工 の
一

つ で あ

る ｡ こ の 場 合は ､ 観 察 に 必 要 な部分 が き れ い に 磨 か れ れ ば 目 的が 達成 され る ｡ 今 回 の 加 工

は ､ 試 験 片全 体 の 加 工 精度 ( 表面 あ ら さ ､ 平 面 度 ､ 平行度) が 要 求 され る 場合 の 加 工 法で

あ る ｡

研磨剤

主 に ､ 酸化 ア ル ミ ナ ( W A ) ､
ダイ ヤ モ ン ドが使 わ れ る ｡ 他 に ､ 酸化 マ グネ シ ウ ム ､ 酸

化 ク ロ ム ､
酸化 セ リ ウ ム な ども使 われ る ｡ そ の 中 で も 酸化 セ リ ウ ム は ､ 非 常に 柔ら か い 材

料 の 最終研磨 に 使 われ ､
レ ン ズ

､
プ リ ズ ム の 研磨 に 最適 で あ る ｡

研 磨用 シ
ー ト

試料研 磨機 の 研 磨 プ レ
ー ト の 上 に 貼付 け ､

こ の 上 に 研 磨剤 を塗布 して 研 磨す る ｡

ポ リ ッ シ ン グ用 バ フ と も 呼 ばれ ､ ナ イ ロ ン ､
シ ル ク

､
ス ウ ェ

ー ドク ロ ス ､
レ ッ ドフ ェ ル ト

な ど目 的に応 じ て 様 々 な種類 が あ る ｡

牡鹿 ( g r a i n s i z e)

♯ 1 2 0 0 は ､ 1 i n c h に 1 2 0 0 目 ､
す な わ ち 1 i n c h

2

に 1 4 4 万 目 の ふ る い を 通過

す る 粒 で 作られ た ラ ッ プ剤 で あ る ｡ ま た ､ 研 磨 に 使 用 す る研 磨紙 に 表 示 し て あ る番数 ､
グ

ライ ン ダ ー 砥 石 の 粒 度 も 同 じで あ る ｡ ( 研 磨紙 1 0 0 0 番 - ♯ 1 0 0 0 )

下表 に 粒 度 と平均粒径 を示 す ｡

粒 度 と平均径

粒度 平均径 ( 〟) 粒度 平均径 ( 〟)

♯ 2 4 0 8 0 . 0 ♯ 1 2 0 0 1 3 . 0

♯ 4 0 0 4 0 . 0 ♯ 4 0 0 0 3 . 0

♯ 8 0 0 2 0 . 0 ♯ 8 0 0 0 1 . 0

試鉄 片 ¢ 1 5 * 1 5 L 2 個 ( ♯ 1 2 0 0 ､ ♯ 4 0 0 0 用) 材質 S 4 5 C

使用 す る エ 具 ･ 測 定機器 ･ その 他

定盤 ､
ラ ッ ピ ン グ用 砥 粒 ( 酸化 ア ル ミ ニ ウ ム ♯ 1 2 0 0 ､ ♯ 4 0 0 0 ) ､ ラ ッ プ オ イ ル

( 洗 い 油 ､
ス ピ ン ドル 油) ､

エ チ ル ア ル コ ー ル
､ 脱脂 綿 ､ J K ワ イ パ

ー

､
あ ら さ サ ン プ ル

試 験片 ､
超 音波 洗浄機 ､ 表 面 あ ら さ計 ､ 電 子 顕微鏡 ､

金 属 顕微鏡 ､ 保 護メ ガネ ､ 防塵 マ ス

ク
､
ビ ニ ー ル 手 袋

作 業手順

1 . 試 験 片 の 汚れ を エ チ ル ア ル コ
ー

ル を含 ま せ た脱脂綿 で 除去 す る ｡

2 . 定盤 上 の 保 護 油 ､ 汚れ 等 を エ チ ル ア ル コ
ー ル を含 ま せ た 脱 脂 綿 で 除去 す る ｡

3 . ラ ッ プ オ イ ル ( 砥 粒 ♯ 1 2 0 0 に は ､ 洗 い 油 ､
砥 粒 ♯ 4 0 0 0 に は ､

ス ピ ン ドル 油)

を 定盤 に 塗布 す る ｡
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4 . 計 量 ス プ ー ン で 微 量 の ラ ッ プ砥 粒 を取 り ､
ラ ッ プ オイ ル 上 に の せ る ｡

5 . 指先で ､
ラ ッ プ オイ ル と ラ ッ プ 砥 粒 をよく 混ぜ る ｡

* 注 砥 粒 ♯ 4 0 0 0 の 場 合 は ､ オイ ル ､ 砥 粒 が微 量 の 方 が よ い の で ､
調 整 す る ｡

6 . 試 験 片 を定 盤 に お い て ､ 軽 い 力 で 円 を描く よ う に ラ ッ ピ ン グ を行 う o こ の 時 ､ 試 験 片

が 定盤 の 上 を引掛 か り の な い な め ら か に 動 く こ と を確認 す る o 引 掛 か り が あ る 場 合

は ､ 定盤 と 試 験 片 の 間 に 異物 が あ り ラ ッ プ作業 の 失 敗 の 原 因 と なる の で ｢ 1 . ｣ に 戻

っ て 最初か らや り 直 す o

7 . あ る 程 度 ラ ッ ピ ン グ 作業 が 出 来 た ら , 試 験 片 を脱 脂 ･ 超 音波洗 浄を して ､ ラ ッ プ 面 を

観察す る o

♯ 1 2 0 0 の 場 合 は ､ 平 面 研 削 の キ ズ が す べ て 消 え る ま で 行 う ｡

♯ 4 0 0 0 の 場 合 は ､ ♯ 1 2 0 0 の ラ ッ プ 面 よ り 光 沢 感 が 出 て ､
キ ズ が なく な る ま で

行 う D

8 . 金 属 顕 微鏡で ､
ラ ッ プ 面 を 観察す る o

9 . 表 面 あ ら さ計 で あ ら さ測 定 を行 う ｡

1 0 . 電子 顕微鏡 で ､ そ れ ぞれ の 試 験 片 を観 察す る o

5 . ラ ッ ピ ン グ加 工 後 の 表面

試 験 片 表 面 ( S E M 写 真)

♯ 1 2 0 0 番 ラ ッ ピ ン グ加 工 面

♯ 4 0 0 0 番 ラ ッ ピ ン グ加 工 面

表 面 あ ら さ計 計測結 果

表 面 あ ら さ R a - 0 . 2 2

表 面 あ ら さ R a - 0 . 0 6
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6
. 実 習風 景

1 . 講 義 の 風 景

3 . 表 面 あ ら さ 計 で の あ ら さ測 定

2 . ラ ッ ピ ン グ作業

4 . 電 子頗 微 鐘 で の 工 具 表 面 の 観 察
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